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安全のために�
必ずお守りください�

分解や改造をしない�

0000F 79xxxxx

本製品は、�取扱説明書に記載のない分解や改造はしないでください。�
火災や感電、けがの原因となります。�

雷のときはケーブル類・機器類にさわらない�
感電の原因となります。�

異物、水は禁物�
火災や感電の恐れがあります。�水がかかったり、�異物が触れないよ�
うに注意してください。�万一水がかかったり、�異物が触れた場合は、�
電源プラグをコンセントから抜いてください。�（当社のサ�ポートセン�
ターまたは販売店にご連絡ください。�）�

通風口はふさがない�
内部に熱がこもり、火災の原因となります。�

湿気やほこりの多いところ、油煙や湯気の�
あたる場所には置かない�

内部回路のショートの原因になり、火災や感電の恐れがあります。�

取り付け・取り外しのときは電源プラグを抜く�
電源プラグをコンセントに差したままでは、�コンピュータに電気が流れています。�
感電の恐れがありますので、�取り付け、�取り外し作業を行う前には、�必ず電源プラ�
グを抜いてください。�

設置・移動のときは電源プラグを抜く�
感電の原因となります。�

警告�下記の注意事項を守らないと�火災�・�感電�により、�死亡や大けが�の原因となります。�

ふさがない�

設置場所�
注意�

プラグを�
抜け�

分解禁止�

雷のときは�
さわらない�

異物厳禁�
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光源をのぞきこまない�
目に障害が発生する場合があります。�
光ファイバーケーブルのコネクタ、�ケーブルの断面、�製品本体のコネクタなどを�
のぞきこまないでください。�

ご使用にあたってのお願い�
次のような場所での使用や保管はしないでください。�

・直射日光の当たる場所�
・暖房器具の近くなどの高温になる場所�
・急激な温度変化のある場所（結露するような場所）�
・湿気の多い場所や、水などの液体がかかる場所（湿度�95％以下の環境でご使用ください）�
・振動の激しい場所�
・ほこりの多い場所や、ジュータンを敷いた場所（静電気障害の原因になります）�
・腐食性ガスの発生する場所�

     

 �

静電気注意�
本製品は、�静電気に敏感な部品を使用しています。�部品が静電破壊する恐れがありますので、�
コネクターの接点部分などに素手で触れないでください。�

取り扱いはていねいに�
落としたり、ぶつけたり、強いショックを与えないでください。�

お手入れについて�
清掃するときは電源を切った状態で�

誤動作の原因になります。�

お手入れには次のものは使わないでください�
・石油・みがき粉・シンナー・ベンジン・ワックス・熱湯・粉せっけん�
（化学ぞうきんをご使用のときは、その注意書に従ってください。�）�

シンナー�
類不可�
  3



0 はじめに

「CentreCOM LA1000-PCI-SX」をお買い上げいただきまして誠に
ありがとうございます。このマニュアルは本製品を正しくご使用いた
だくための手引きです。必要なときにいつでもご覧いただくために、
保証書とともに大切に保管していただきますようお願いいたします。

0.1 内容物をご確認ください

本製品パッケージの内容は、下記の通りです（下記以外に添付紙が
同梱されている場合があります）。お買い上げ商品についてご確認い
ただき、万一不足するものがございましたら、お手数ですがお買い求
めの販売代理店までご連絡ください。

･ LA1000-PCI-SX 本体

･ ドライバーディスク（１枚）

･ ユーザーマニュアル（本書）

･ 製品保証書（3年保証）

･ お客様インフォメーション登録カード

･ シリアル番号シール

0.2 ドライブ名「A:」「C:」「D:」

本書では、ドライバーのインストール対象となるコンピュータ機種と
して「AT 互換機または PC98-NX」、ドライブ名として下記を仮定
して説明しています。ご使用のコンピュータでドライブ名が異なる場
合は、ご使用のコンピュータにおけるものと読み替えてください。

･「フロッピーディスクドライブ」として「A:」

･「起動ドライブ（ハードディスク）」として「C:」

･「CD-ROMドライブ」として「D:」
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1 概要

CentreCOM LA1000-PCI-SX（以下、本製品と略します）の特長、
使用環境、各部の名称について説明します。

1.1 特長

本製品は、エンタープライズシステムにおけるサーバー用途に最適
なギガビットイーサネットLAN アダプターです。本製品の特長は、下
記の通りです。

･ 32/64ビット PCIバスマスター転送（自動32/64 ビット切
り替え）

･ Packet Propulsion（小さなパケットが連続するとき、コン
ピュータのI/O 処理の負荷を低減）

･ 大容量の First-In First-Out バッファを搭載（送信 32K、受
信64K）

･ プラグ＆プレイ（PCIローカルバス仕様 Rev.2.1 準拠）

･ 全二重通信モード（半二重通信モードではキャリア・エクス
テンション機能、パケット・バースティング機能をサポート）

･ ジャンボ・フレーム（最大9KByte までの任意のフレーム長
をサポート）

･ Auto-Negotiation機能

･ 1000BASE-SX1（SC コネクター）

1.2 各部の名称と働き

① シリアル番号シール
製品のシリアル番号（製造番号）とリビジョンコードが記載
されています。これらはユーザーサポートへの問い合わせの
際に必要となります。

② MACアドレスラベル
各製品に固有のMACアドレスが記載されています。詳細は、
「A.2 MACアドレス」（p.31）をご覧ください。

③ ランプ
動作状態を 4個のランプ（LED）で表示します。

LINK（緑）
本製品と接続先機器（スイッチなど）との間でリンク
が成立すると点灯します。

1000M（緑）
常時点灯しています（1000Mbpsで通信が行われてい
るときに点灯します）。

FDX（緑）
本製品が接続先機器と全二重で接続しているとき点灯
します。

TX/RX（緑）
本製品がパケットを送受信すると点灯します。

④ 1000BASE-SX コネクター
光ファイバーケーブルを接続するコネクターです。詳細は、
「2.3 ネットワークへの接続」（p.8）をご覧ください。

1. 10/100Mbps はサポートしておりません。
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⑤ PCIバスコネクター
本製品をコンピュータに取り付けるためのインタフェース・
コネクターです。この部分は素手で触らないようにしてくだ
さい。

1.3 動作環境

本製品は、次の条件を満たす環境1でご使用ください。

･ 266MHz以上の、Pentium II 相当またはそれ以上の CPUを
搭載したAT互換機または NEC PC98-NX

･ 64MB 以上のRAM を持つこと

･ バスマスター用の32bit または64bit PCI ローカルバス拡張
スロット（Rev.2.0 以上）を持つこと

･ 最新のBIOS を搭載していること

･ オペレーティングシステム（OS）2

Windows NT Version 4.0（Service Pack 5 以上）3

Windows 2000

1.4 ドライバーディスク

本製品には、次のドライバーディスクが付属しています。

･ AT 互換機/NEC PC98-NX 用

必ず、ドライバーディスクに含まれる「README」ファイルをお読み
ください。「README」には、このマニュアルに記載されていない
最新の情報が記載されています。

2 取り付け・取り外し・配線

以下に示す手順にしたがい、本製品のコンピュータへの取り付け、取
り外し、ネットワークへの接続（配線）を行ってください。コンピュー
タ本体のカバーの取り外し・アダプターの取り付けの詳細は、ご使
用になるコンピュータのマニュアルをご覧ください。

コンピュータの拡張スロットへの本製品の取り付け・取り外し
は、必ず電源プラグを電源コンセントから抜いて行ってくださ
い。一部のコンピュータは、電源プラグを抜かなければ完全
に電源は切れません。電源プラグを抜かずにこの作業を行う
とコンピュータや本製品の故障の原因となることがあります。

本製品は、静電気に敏感な部品を使用しています。部品が
静電破壊する恐れがありますので、PCI バスコネクターの接
点部分、部品などに素手で触れないでください。

2.1 コンピュータへの取り付け4

1 実行しているオペレーティングシステムをシャットダウン
し、コンピュータの電源をオフにしてください。

2 コンピュータの電源プラグを電源コンセントから抜いてく
ださい。

3 コンピュータの本体カバーを外してください。

4 スロットカバーを固定しているねじを外し、スロットカバー
を外してください。

5 本製品をコンピュータの 64bit または 32bit5のバス・マス
タ用拡張スロットにしっかり奥まで挿し込んでください。

6 4 で外したねじを使用して、本製品を固定してください。こ
のねじは必ず取り付けてください。

7 コンピュータの本体カバーを取り付けてください。

1. 本製品を使用中は、レジューム機能は使用しないでください。本
製品を使用中にコンピュータがサスペンド状態になった場合、通信
の切断や、その他予期しない障害が発生する可能性があります。

2. 日本語版のみに対応。

3. x86版のみに対応。

4. Windows NT（OS）をインストールする場合、本製品を取り外した
状態で OS のインストールを終え、その後本製品を取り付けて、ド
ライバーのインストールを行うことをお勧めします。OSのインストール
とともに本製品のインストールを行った場合、ハードウェアリソースの
重複が発生したとき、重複の回避に手間取ることがあります。

5. 本製品を 32bit のバス・マスタ用拡張スロットに取り付ける
場合、本製品の PCI バスコネクターの64bit 拡張部分が拡張
スロットからはみ出します。はみ出した部分がマザーボード
上の部品などに当たらないようにご注意ください。
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2.2 コンピュータからの取り外し

1 コンピュータへの取り付け手順の 1 ～ 3 と同様にして、コ
ンピュータの本体カバーを外します。

2 本製品を固定しているねじを外します。

3 本製品をゆっくり引き抜きます。

4 スロットカバーを元どおりに取り付けてください。

5 コンピュータの本体カバーを取り付けてください。

2.3 ネットワークへの接続

稲妻が発生しているとき、本製品やケーブルの設置な
どの作業を行わないでください。落雷により、感電す
る恐れがあります。

本製品の光コネクター、光ケーブルの断面やコネクターをのぞ
き込まないでください。強力な光源を使用しているため、目に
障害が発生する恐れがあります。

本製品のネットワークへの接続は、マルチモード光ファイバーケーブ
ルを使用します。次の表をご覧になり、必要な伝送距離を満たすた
めに適切なケーブルをご使用ください。

マルチモード光ファイバーケーブルは、2 本で一対となっています。
本製品のTX を接続先機器の RXに、本製品の RXを接続先機器の

TXに接続します。1 2

wireing.eps

図 2.3.1 マルチモード光ファイバーケーブルの接続

表2.3.1 光ファイバーケーブルの仕様
1000BASE-SX

波長 [nm] 850
ファイバー タイプ マルチモード光ファイバー（MMF）
コア径 [μm] 50 62.5

伝送損失 [dB/km] 3.5 3.75
伝送帯域 [MHz・km] 400 500 160 200
伝送距離 [m] 2～500 2～ 550 2 ～220 2～ 275

1. 接続は、光ファイバーケーブルのコネクター親指と人差し指
でつまみ、本製品や接続先機器の1000BASE-SX コネクター
に挿入して、カチッとショックがあるまで差し込んでくださ
い。

2. 取り外しは、ケーブルのコネクターを人差し指と親指でつま
み引き抜いてください。
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3 Windows NT Ver. 4.0

本製品のドライバーをWindows NT Ver. 4.0上にインストールする
手順を説明します。本書では、下記の条件を仮定したインストール
例を示します。

･ ネットワークアダプター用ドライバーを含むネットワーク
環境は、全くインストールされておらずこれからインストー
ルします。

･ Windows NT Ver. 4.0 Workstation を使用し、Windows
NT が要求する問い合わせに対して、基本的にデフォルトで
答えます。

3.1 インストール時のご注意

本製品のインストールを始める前に、以下のことをご確認ください。
各操作・設定の手順については Windows NT のマニュアル・ヘル
プをご覧ください。

本製品のインストールをWindows NTのインストールと同時に
行うことは避けてください。必ず、Windows NT のインストー
ルを完了したあとで、本製品のインストールを行ってください。
Windows NT は Plug & Play をサポートしていないため、
Windows NT と本製品のインストールを同時に行った場合、
Windows NT のインストール中に本製品が使用するハード
ウェアリソースが他のデバイスと重複するおそれがあり、重複
の回避に手間取ることがあります。

Windows NT のハードウェア互換性リスト（Windows NTパッ
ケージに同梱されています）に挙げられていないコンピュータ
機種で本製品をご使用になる場合は、お客様の責任におい
てご使用ください。それらのコンピュータ機種で本製品をご使
用になる場合は、ユーザーサポートの対象外とさせていただ
きますので予めご了承ください。

PC98-NXにインストールされたWindows NTのもとで本製品
をご使用になる場合、NEC によって保証されていないインス
トール環境でのご使用は、お客様の責任において行ってくだ
さい。それらの環境で本製品をご使用になる場合は、ユー
ザーサポートの対象外とさせていただきますので予めご了承
ください。

本マニュアルに記載した内容は一例であり、お客様の使用
するコンピュータやネットワーク環境によって、手順や表示画
面が異なることがあります。予めご了承ください。

3.2 用意するもの

･ LA1000-PCI-SX アダプター本体、光ファイバーケーブルな
ど

･ コンピュータ（Windows NT 4.0 インストール済み）

･ Windows NT のCD-ROM

･ LA1000-PCI-SX ドライバーディスク（本製品に付属）1

･ Windows NT サービスパック

3.3 サービスパックの確認

ドライバーのインストールを行う前に、Windows NT のサービスパッ
クの番号を確認し、必要なサービスパックを用意してください。

1「Windows NT 診断プログラム」を起動してください。
choose_DiagProg.tif

図 3.3.1 

2「バージョン」で「Service Pack」の番号を確認してください。
SP_Version.tif

図 3.3.2 

1. ドライバーは常に最新のものをご使用ください。最新のドラ
イバー入手方法は、「C.3 最新ドライバーソフトウェアの入手
方法」（p.33）をご覧ください。
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1

3.4 ドライバーインストール

1「コントロールパネル」を開きます。
choose_ConPane.tif

図3.4.1 

2「ネットワーク」をダブルクリックしてください。
click_network.tif

図3.4.2 

3「はい」をクリックしてください。1

confirm_NWInstall.tif

図3.4.3 

4「ネットワークに接続」をチェックし、「次へ」をクリックし
てください。

NW_SetUp_Wiz0.tif（110%）

図 3.4.4 

5「一覧から選択」をクリックしてください。
NW_SetUp_Wiz1.tif

図 3.4.5 

6「ディスク使用」をクリックしてください。
click_UseDisk.tif

図 3.4.6 

7「ドライバーディスク」をフロッピーディスクドライブに入
れ、「A:¥」を入力して、「OK」をクリックしてください。

Insert_FD.tif

図 3.4.7 

1. 「Windows NT ネットワークのインストール」で「まだネット
ワークに接続しない (D)」を選択したとき、このダイアログ
が表示されます。このダイアログではなく「ネットワーク」
パネルが表示された場合は、既にネットワークに関する
WindowsNT ファイルがインストールされています。この場
合は「ネットワーク」パネルの「アダプタ」タブ→「追加」
と進むと、手順５の「ネットワークアダプタの選択」が表示
され、本製品のみのインストールが始まります。
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8「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」をクリッ
クし、「OK」をクリックしてください。

choose_OEM_Option.tif

図3.4.8 

9「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」をチェッ
クし、「次へ」をクリックしてください。

NW_SetUp_Wiz2.tif

図3.4.9 

10 お客様の LAN 環境で使用されているネットワークプロトコ
ルを選択してください。ここでは「TCP/IP プロトコル」だ
けを使用すると仮定します。「次へ」をクリックしてくださ
い。

NW_SetUp_Wiz3_ChoProt.tif

図3.4.10 

11「ネットワークサービス」を設定してください。ここでは、
Windows NTのデフォルトを仮定します。「次へ」をクリッ
クしてください。

NW_SetUp_Wiz4_ChoServ.tif

図 3.4.11 

12「次へ」をクリックしてください。
NW_SetUp_Wiz5_ConfInst.tif

図 3.4.12 

13 Windows NT の CD-ROM を CD-ROM ドライブに入れ、
「D:¥i386」を入力して、「続行」をクリックしてください。
ここでは、CD-ROM ドライブを「D:」と仮定しています。

WhereIS_CDROM.tif

図 3.4.13 

TCP/IP の設定

14「いいえ」1をクリックします（Windows NTのデフォルトを
仮定します）。

Do_you_use_DHCP.tif

図 3.4.14 

1. お客様の LAN 環境が DHCP によって運用されている場合、
「はい」を選択してください。
11
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15「IPアドレス」をクリックし、「IPアドレス」「サブネットマ
スク」「デフォルトゲートウェイ」を入力してください。こ
れらの数値は、お客様の環境におけるものを入力してくださ

い。1

TCPIP_Prop_IPaddr.tif

図3.4.15 

16「DNS」をクリックし、「ホスト名」「ドメイン」「DNS サー
ビスの検索順序」「ドメインサフィックスの検索順序」を入
力してください。

TCPIP_Prop_DNS.tif

図3.4.16 

17「WINSアドレス」をクリックしてください。WINSサーバー
が存在する場合、「プライマリ WINSサーバー」「セカンダリ
WINS サーバー」の IPアドレスを入力してください。ここ
では、「Windows名前解決に DNSを使う」を仮定しました。

TCPIP_Prop_WINS.tif

図 3.4.17 

18 15 ～ 17 で必要な項目を入力したら、「OK」をクリックし
てください。

19 次のような警告が表示されたら、「はい」をクリックしてく
ださい。

confirm_vacant_WINS.tif

図 3.4.18 

20「次へ」をクリックしてください。
NW_SetUp_Wiz6_bind.tif

図 3.4.19 

1. Windows NT Server の場合、「DHCPリレー」タブがあります。
詳細は、Windows NT Server のオンラインヘルプ、マニュア
ルをご覧ください。
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21「次へ」をクリックしてください。
NW_SetUp_Wiz7.tif

図3.4.20 

22「次のメンバー」に「ワークグループ名」または「ドメイン
名」を入力してください。「コンピュータ名」は 16 で入力
した「ホスト名」が入力されています。「次へ」をクリック
してください。

NW_SetUp_Wiz8_name.tif

図3.4.21 

23「完了」をクリックしてください。
NW_SetUp_Wiz9_finish.tif

図3.4.22 

サービスパックのインストール

24「いいえ」をクリックししてください。
confirm_reboot_no.tif or yes

図3.4.23 

重要 本製品のドライバーをインストールすると、サービス

パックによってインストールされていた WindowsNT の最新の
ファイルが、CD-ROM の古いバージョンのファイルによって上
書きされます。サービスパックをインストールしている場合、コ
ンピュータを再起動する前に必ずサービスパックの再インス
トールをしてください。サービスパックをインストールせずにコン
ピュータを再起動すると、WindowsNT が起動できなくなるこ
とがあります。

25「3.3 サービスパックの確認」（p.9）で用意したサービスパッ
クをインストールしてください。

install_SP.tif

図 3.4.24 

26 指示にしたがいインストールを実行し、次のダイアログが表
示されたら、「OK」をクリックしてください。

confirm_reboot_SP_installed.tif

図 3.4.25 

3.5 リソース値の確認

ドライバーをインストールしコンピュータを再起動すると、本製品に対
してリソースが割り当てられます。これらの値はPCIローカルバス仕
様により、コンピュータによって自動的に設定され、管理されます。
割り当てられた値を確認するには Windows NT 診断プログラムを
ご使用ください。

「スタート」→「プログラム」→「管理ツール」→「Windows NT
診断プログラム」と進み、「リソース」をクリックしてください。本
製品（LGSND）に割り当てられたIRQ、I/O などのリソースを確認

することができます。1

resource_IRQ.tif

1. コンピュータに予め組み込まれているデバイスの中には
「Windows NT 診断プログラム」上に表示されないものもあり
ます。コンピュータのマニュアルと「Windows NT 診断プロ
グラム」の２つを用いて確認を行ってください。
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図3.5.1 
resource_IO.tif

図3.5.2 

3.6 本製品を一時的に使用しない

ドライバーのインストール後、一時的に本製品を使用しないとき、例
えば光ファイバーケーブルを本製品から外しているなどの場合は、ド
ライバーをアンロードしてください。ドライバーがロードされたままに
しておくと、Windows NT はこれらの現象をネットワークのエラーと
して検出し、イベントビューアによる警告が表示されるようになりま
す。この現象はドライバーをアンロードする（バインドしない）こと
によって回避できます。

1「コントロールパネル」→「ネットワーク」をダブルクリッ
クしてください。

2「バインド」をクリックし、「すべてのアダプタ」を選択して
ください。「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Ad-
apter」をクリックし、「無効」をクリックしてください。

LAG_disable.tif

図 3.6.1 

3 次のように禁止のマークが付きます。1

LAG_enable.tif

図 3.6.2 

4「OK」をクリックし、「ネットワーク」ウインドウを閉じて
ください。

3.7 ドライバーの削除

本製品の登録内容を削除する手順は以下のとおりです。ただし、ド
ライバーを削除しても、本製品にバインドしていたプロトコルやサー
ビスは削除されません ( 一部の設定値、例えばTCP/IP におけるIP
アドレスなどは削除されます )。したがって、本製品を再インストール
すれば、再びそれらのプロトコル、サービスなどを使用できます。

1「コントロールパネル」→「ネットワーク」をダブルクリッ
クしてください。

1. 使用を再開する場合は、「Allied Telesis LA1000-PCI-SX 
Gigabit Adapter」をクリックし、「有効」をクリックしてくだ
さい。
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2「アダプタ」をクリックしてください。
「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」をクリッ
クし、「削除」をクリックしてください。

delete_LAG.tif

図3.7.1 

3「はい」をクリックし、再起動してください。
confirm_delete_LAG.tif

図3.7.2 

3.8 ドライバーの再インストール

ドライバーを再インストールする手順は以下の通りです。

1「3.7 ドライバーの削除」（p.14）の手順にしたがい本製品の
ドライバーを削除します。

2「コントロールパネル」の「ネットワーク」をダブルクリッ
クし、「アダプタ」タブで「追加 ..」をクリックしてくださ
い。「3.4 ドライバーインストール」（p.10）の手順6から再
開することになります。

3.9 ドライバーの設定

「コントロールパネル」 →「ネットワーク」→「アダプタ」と進み
（「図 3.7.1 」（p.15））、本製品を選択してから「追加」をクリック
すると、設定ウインドウが現れます。

LA1000-PCI-SX Properties

本製品の設定情報の表示と、Locally Administered Network
Addressの設定を行います。
LAG_config_LAG_Prop.tif

図 3.9.1 

Locally Administered Network Address
本製品の MAC アドレスとして、この欄に入力された

MAC アドレスを使用します1。この欄が空欄の場合、
MACアドレスは「Adapter Information」の「Permanent
Network Address」です。

Adapter Information
本製品の設定情報を表示します。

LA1000-PCI-SX Advanced Properties

本製品に関する高度な設定を行います。
LAG_config_LAG_Adv_Prop.tif

図 3.9.2 

Link Parameters
Auto-Negotiation 機能または通信モード（Duplex）を
手動で設定することができます。

1. テスト環境で暫定的に変更する場合などに便利です。しかし
ながら、通常の運用では「Permanent Network Address」を使
用すべきです。同じMACアドレスを持つ機器が同一のネッ
トワークに接続されると、ネットワークダウンなどの障害が
発生します。
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Auto Negotiate Link Parameters
この項目をチェック「 �」した場合（デフォルト）、

「Link Speed」「PHY Type」「Full Duplex」は自動
的に設定されます（接続先機器が Auto-Negotia-
tion に設定されていれば、2 者間で可能な最高の
速度となります）。通常は、この項目をチェック
してご使用ください。

Link Speed
「1000 Mbit」だけが選択可能です。

PHY Type
「PHY Type」（ネットワークへの物理的接続）を
設定します。「Auto Negotiate Link Parameters」
がチェックされている場合、「Auto Detect」と
「PCS」（Physical Coding Sublayer）が選択可能
となり、デフォルトで「Auto Detect」が選択さ
れます。「Auto Negotiate Link Parameters 」が
チェックされていない場合、選択肢は「PCS」だ
けとなります。

Full Duplex
この項目をチェックすると「全二重」、チェック
を外すと「半二重」となります。「Auto Negotiate
Link Parameters」がチェックされている場合、自
動設定されるため変更できません。

Packet Propulsion
送信を開始する条件となる送信FIFO（バッファ）のし
きい値を設定します。小さなパケットの送信要求が、単
位時間内に数多く発生しているとき、送信要求ごとに
パケットを送信せず、複数のパケットを送信FIFO にた
め込み、しきい値を越えた時点でまとめて送信します。
しきい値よりも大きなサイズのパケットは通常の方法
で送信されます。PCI バス上のデータ転送をひとつに
まとめることができるため、小さなパケットにおける
スループットを増加させることができます。

スライダーまたはテキスト入力欄でパケットサイズの
しきい値を 0～ 1514 の範囲で設定してください（デ
フォルト値は800、「Jumbo Frame Support」がチェッ
クされている場合は、0～ 9014）。

Packet Propulsion と通常の送信方法の間には妥協点
があります。通常の方法は多くの CPUリソースを使い
ますが、Packet Propulsion は多くのバスリソースを
使用します（一定時間バスを占有）。特定の環境におけ
る最適なしきい値は、コンピュータのハードウェア、
PCI バス上の他のデバイス、実行しているアプリケー
ションなど色々な要因に依存します。複雑な要因のす
べてを考慮し、Packet Propulsion しきい値の実験を
して、お客様の環境における本製品のパフォーマンス
を最大にする設定を見つけてください。

Jumbo Frame Support
この項目をチェックした場合、ジャンボフレームを使
用します（デフォルトはチェックなし）。ジャンボフ
レームの使用により、イーサネットの最大フレームサ
イズは 1514 から 9014 になります。ジャンボフレー
ムの使用は、パケット処理のオーバーヘッドを大幅に
縮小するので、バルクデータ転送におけるパフォーマ
ンスを大幅に改善します。

しかしながら、ジャンボフレームを使用するためには、
通信相手となるコンピュータのLANアダプターがこの
機能に対応していなければなりません。また全二重に
おいては、両方のコンピュータの通信が経由するス
イッチのすべてがジャンボフレームに対応している必
要があります。半二重においては、コリジョンドメイ
ンに存在する機器のすべてがジャンボフレームに対応
している必要があります。

LA1000-PCI-SX VLAN Properties
LAG_config_LAG_VLAN_Prop.tif

図 3.9.3 

VLAN Table Maintenance
VLAN テーブルは、16 エントリーの VLAN ID、優先
レベル（User Priority）を設定できます。VLAN ID は、
0 ～4095 の範囲で指定します。「0」を指定した場合、
「プライオリティ・タグ・フレーム」として扱われます。
「1」を指定した場合、「デフォルト VLAN」となりま
す。優先レベル（User Priority）は、「0～ 7」（低～高）
の範囲で指定します。

「Insert」のクリックでテーブルにエントリーを追加し
ます。「Modify」「Delete」は、テーブルのエントリー
を編集、削除します。

テーブルの先頭（1番目）のエントリー1は、本製品か
ら送信される（outbound）、タグ付き VLAN フレーム
で使用される VLAN ID です。「Enable VLAN Filtering」
がチェックされていた場合、テーブルに登録されてい

1. 単一の VLANでのみご使用が可能です。
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ない VLAN ID を持つフレームを受信したとき（in-
bound）、フレームはフィルタリングされます。本製品
が接続されているスイッチポートは、テーブルの先頭
で指定した VLAN グループにアサインされているか、
GVRP によって自動的なVLAN登録が許可されていな
ければなりません。

VLAN Capabilities
VLANのタグ付けをコントロールする 3 つのチェック
項目があります。これらの項目を変更した場合、変更
を有効にするために、コンピュータを再起動しなけれ
ばなりません。

Strip Inbound VLAN Tags
この項目をチェックすると、タグ付きの受信フ
レームのすべては通常のフレームとして処理さ
れます（デフォルトはチェックなし）。

Enable VLAN Filtering
この項目をチェックすると、タグ情報（VLAN ID）
による受信パケットのフィルタリングを行いま
す（デフォルトはチェックなし）。

Insert Outbound VLAN Tags
この項目をチェックすると、本製品から送信され
るフレームのすべてに、テーブルの先頭のVLAN
IDを追加します（デフォルトはチェックなし）。

LA1000-PCI-SX Diagnostics

本製品の基本的な機能のテスト（自己診断）や、ネットワークを経由
した他のLAN アダプターとの通信をテストします。
LAG_config_LAG_Diag.tif

図3.9.4 

Local Test
本製品の基本的な機能のテストを行います。「Run
Loopback Tests」「Run Internal Tests」の両方また
はどちらか一方をチェックします。実行されるテスト
は、「Test」リストボックスの「status」が「Ready」
となっています。「Run Local Tests」をクリックする

と、テストが開始されます。「Test Progress」にテス
トの進行状況が表示されます。テストが完了して、
「View Test Results」をクリックすると、テスト結果
が表示されます。

Diagnostic Send-Recieve Tests
テストには本製品が取り付けられた 2台のコンピュー
タが必要です。1台目のコンピュータでテストメッセー
ジを作成し送信します。2 台目のコンピュータはテス
トメッセージを受信し、1 台目のコンピュータに送り

返します。1

2 台目のコンピュータで「CentreCOM LA1000-PCI-
SX Configu ration」を起動し、この「LA1000-PCI-SX
Diagnostics」ページを表示させておきます。1台目の
コンピュータで、このページの「Run」をクリックし、
テストメッセージの送信を開始してください。テスト
の進捗は「Server Activity」に表示されます。テスト
結果は、「View Test Results」のクリックで表示され
ます。

1. 当然のことながら、このテストを行うためには、「Local
Test」によって本製品の基本的な機能が動作していなければ
なりません。
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4 Windows 2000

ここにあげる手順は一例であり、お客様の環境によっては、手順や
表示画面が異なることがありますので、あらかじめご了承ください。

4.1 用意するもの

･ 本製品、光ファイバーケーブルなど

･ 本製品のドライバーディスク

･ コンピュータ（Windows 2000インストール済み）

4.2 アップデートインストール

Windows NTからWindows 2000へのアップデートインストールに
おける、本製品ドライバーのインストールや注意点などの情報は、ド
ライバーディスクの「¥README.2K」をご覧ください。

4.3 ドライバーの新規インストール

新規インストールの大まかな手順は、①～③のようになります（①～
③実行のとき、Windows 2000の再起動は不要です）。

① 本製品をコンピュータに取り付けて、Windows 2000を起動し
ます。Plug＆Play 機能により「Level One」のドライバーが
インストールされます。

② 「Level One 」のドライバーを「LA1000-PCI-SX」のドライ
バーに更新します。

③ 「LA1000-PCI-SX」のドライバーを削除してから、「ハードウェ
ア更新のスキャン」を行い、「LA1000-PCI-SX」のドライバー

を再ロードします。1

以下に詳細な手順を示します。

1 Windows 2000 が起動されている場合はシャットダウンし
てください。

W2_shutdown.tif

図 4.3.1 シャットダウン

2 コンピュータの電源プラグを電源コンセントから抜いてく
ださい。

3 コンピュータの本体カバーを開け、本製品を拡張スロットに
取り付けてください。コンピュータへの取り付けの詳細は、
コンピュータのマニュアルをご覧ください。

4 本製品をネットワークに接続してください。詳細は、「2.3
ネットワークへの接続」（p.8）をご覧ください。

5 コンピュータの電源プラグを電源コンセントに接続し、コン
ピュータの電源をオンにして、Windows 2000 を起動しま
す。

6「Administrator」権限でログインしてください。
W2_LogOnAsAdmin.tif

図 4.3.2 Administratorでログイン

1. これを行わないと本製品のプロパティが正しく表示されま
せん。「 本製品のプロパティに「詳細」タブがある」（p.28）
をご覧ください。
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7「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」の「シス
テム」をダブルクリックしてください。

W2_ConPane_system.tif

図4.3.3 システムアイコン

8「ハードウエア」をクリックし、「デバイスマネージャ」をク
リックしてください。

W2_SysProp_DevMan.tif

図4.3.4 システムのプロパティ

9「Level One Communications NetCelerator Family  Ad-

apter」を右クリック1し、「プロパティ」をクリックしてく
ださい。

W2_R_Click_LevelOne.tif

図 4.3.5 デバイスマネージャ

10「ドライバ」をクリックし、「ドライバの更新」をクリックし
てください。

W2_LevelOne_Update.tif

図 4.3.6 本製品のプロパティ

11「次へ」をクリックしてください。
W2_DriverUpgradeWizard0.tif

図 4.3.7 

1. マウスの「右ボタン」をクリックする操作です。
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12「このデバイスの既知のドライバを表示して、その一覧から
選択する」を選択し、「次へ」をクリックしてください。

W2_DriverUpgradeWizard1.tif

図4.3.8 

13「ディスク使用」をクリックしてください。
W2_DriverUpgradeWizard2.tif

図4.3.9 

14 本製品のドライバーディスクをフロッピーディスクドライ

ブに入れてください。1

15「製造元のファイルのコピー元」に「A:¥win2000」を入力
して、「OK」をクリックしてください。

W2DriverUpgradeWiz_InsFmFD2.tif

図4.3.10 

16「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」を選択
し、「次へ」をクリックしてください。

W2_DriverUpgradeWiz_Fou_LA1.tif

図 4.3.11 

17 インストールされるドライバーが「LA1000-PCI-SX」のも
のであることを確認して、「次へ」をクリックしてください。

W2_DriverUpgradeWiz_InsSt.tif

図 4.3.12 

18「はい」をクリックしてください（Microsoft デジタル署名
はありませんが、正常に動作します）。

W2_NotFoundSign.tif（120）

図 4.3.13 デジタル署名

19 ドライバーがコピーされます。
W2_DriverCopy.tif

図 4.3.14 
1. ドライバーディスクは、ドライバーのインストールが完了す
るまで、フロッピーディスクドライブに入れたままにしてお
いてください。
0



20「完了」をクリックしてください。
W2_DriverUpgradeWiz_Finish.tif

図4.3.15 

21「閉じる」をクリックしてください。
W2_Close_LA1000_Prop.tif

図4.3.16 

22「Allied Telesis LA1000-PCI-SX LAN Gigabit Adapter」を
右クリックし、「削除」をクリックしてください。

W2_Delete_LA1000.tif

図4.3.17 本製品の削除

23「OK」をクリックしてください。
W2_confirmDelete_LA1000.tif

図 4.3.18 

24「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」が消えた
ことを確認してください。画面の一番上にあるコンピュータ
のアイコンを右クリックしてください（図では「BIRD」）。
「ハードウエア変更のスキャン」をクリックしてください。

W2_HW_ChangeScan.tif

図 4.3.19 

25 本製品が検出されます。
W2_Found_NewHW_LA1000.tif

図 4.3.20 

26 再び、次のダイアログが現れます。「はい」をクリックして
ください（Microsoftデジタル署名はありませんが正常に動
作します）。

W2_NotFoundSign.tif（同じ）

図 4.3.21 デジタル署名
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27「OK」をクリックしてください。
W2_Request_DriverDisk.tif

図4.3.22 

28「A:¥win2000」を入力し、「OK」をクリックしてください。
W2_Request_LGSM5SYS.tif

図4.3.23 

29「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」に「！」
や「×」が付いていないことを確認して、ウインドウを閉じ
てください。

W2_Close_DevMan.tif

図4.3.24 デバイスマネージャ

30 以上で本製品のドライバーのインストールは終了です。

4.4 TCP/IPの設定

LAN アダプターの取り付け、ドライバーのインストールを終えたら、
お客様の LAN 環境の設定を行います。ここでは、インターネット
WEBの参照で必須となるTCP/IPについてだけ説明します。

1「コントロールパネル」の「ネットワークとダイヤルアップ
接続」をダブルクリックしてください。

W2_ConPane_Network.tif

図 4.4.1 ネットワークとダイヤルアップ接続

2「ローカルエリア接続」をダブルクリックしてください。
W2_Network_DialUp.tif

図 4.4.2 

3「プロパティ」をクリックしてください。
W2_LocalAreaConn.tif

図 4.4.3 ローカルエリア接続状態
2



4「インターネットプロトコル（TCP/IP）」をクリックし、「プ
ロパティ」をクリックしてください。

W2_LocalAreaConn_Prop.tif

図4.4.4 ローカルエリア接続のプロパティ

5 お客様のローカルエリアネットワーク環境が DHCP サー
バーによって運用されている場合、「IPアドレスを自動的に
取得する」を選択し、「OK」をクリックしてください。手順
7に進んでください。

W2_TCPIP_Prop_DHCP.tif

図4.4.5 TCP/IP のプロパティ

6 お客様のローカルエリアネットワーク環境が DHCP サー
バーによって運用されていない場合、「IP アドレス」「サブ
ネットマスク」、「デフォルトゲートウェイ」「優先 DNSサー
バー」「代替 DNSサーバー」の IPアドレスを入力し、「OK」
をクリックしてください。手順7 に進んでください。

W2_TCPIP_Prop_Set.tif

図 4.4.6 TCP/IPのプロパティ

7「OK」をクリックしてください。
W2_Close_LoArCon_Prop.tif

図 4.4.7 ローカルエリア接続のプロパティ

8「閉じる」をクリックしてください。
W2_Close_LoArCon.tif

図 4.4.8 ローカルエリア接続状態
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4.5 ドライバーの更新

弊社のWEBページなどから最新のドライバーを入手した場合、以下
の手順でドライバーを更新してください。

1「Administrator」権限でログインしてください
W2_LogOnAsAdmin.tif

図4.5.1 Administrator でログイン

2「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」の「シス
テム」をダブルクリックしてください。

W2_ConPane_system.tif

図4.5.2 

3「ハードウエア」をクリックし、「デバイスマネージャ」をク
リックしてください。

W2_SysProp_DevMan.tif

図 4.5.3 

4「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」を右ク
リックし、「プロパティ」をクリックしてください。

W2_R_Click_LA1000_Cho_Prop.tif

図 4.5.4 

5「ドライバ」をクリックし、「ドライバの更新」をクリックし
てください。

W2_LA1000Prop_Update.tif

図 4.5.5 
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6「次へ」をクリックしてください。
W2_DriverUpgradeWizard0.tif

図4.5.6 

7「このデバイスの既知のドライバを表示して、その一覧から
選択する」を選択し、「次へ」をクリックしてください。

W2_DriverUpgWiz1_LA1000.tif

図4.5.7 

8「ディスク使用」をクリックしてください。
W2_DriverUpgWiz2_LA1000.tif

図4.5.8 

9 本製品のドライバーディスクをフロッピーディスクドライ
ブに入れてください。

10「製造元のファイルのコピー元」に「A:¥win2000」を入力
して、「OK」をクリックしてください。

W2DriverUpgradeWiz_InsFmFD2.tif

図 4.5.9 

11「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」を選択
し、「次へ」をクリックしてください。

W2_DriverUpgradeWiz_Fou_LA1.tif

図 4.5.10 

12 インストールされるドライバーが「LA1000-PCI-SX」のも
のであることを確認して、「次へ」をクリックしてください。

W2_DriverUpgradeWiz_InsSt.tif

図 4.5.11 

13「はい」をクリックしてください（Microsoft デジタル署名
はありませんが正常に動作します）。

W2_NotFoundSign.tif
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図4.5.12 

14「完了」をクリックしてください。
W2_DriverUpgradeWiz_Finish.tif

図4.5.13 

15「閉じる」をクリックしてください。
W2_Close_LA1000Prop_Upg.tif

図4.5.14 

16「はい」をクリックしてください。
W2_Confirm_reboot.tif

図4.5.15 

4.6 本製品を一時的に使用しないとき

ドライバーのインストール後、一時的に本製品を使用しない場合、例
えば光ファイバーケーブルを本製品から外しているとき、ドライバー

を無効にしてください。1

1「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」の「シス
テム」をダブルクリックしてください。

2「システムのプロパティ」で「ハードウエア」タブをクリッ
クし、「デバイスマネージャ」をクリックしてください。

3「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」を右ク
リックし、「無効」をクリックしてください。

W2_Disable_LA1000.tif

図 4.6.1 

4「はい」をクリックしてください。
W2_confirm_Disable.tif

図 4.6.2 

5「LA1000-PCI-SX」のアイコンに「×」が付き、ドライバー
は停止します。「デバイスマネージャ」を閉じてください。

W2_close_DevMan_LA1_Disable.tif

1. ドライバーを有効のままにしておくと、Windows 2000はネッ
トワークのエラーとして検出し、イベントビューアに警告を
出力します。
6



図4.6.3 

6「コントロールパネル」→「ネットワークとダイヤルアップ
接続」→「ローカルエリア接続1」アイコン2のテレビ画面
は灰色に変わります。

W2_LocalAreaConn_Disable.tif

図4.6.4 

使用を再開する

1「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」を右ク
リックし、「有効」をクリックしてください。

W2_Enable_LA1000.tif

図4.6.5 

2「×」が消え、ドライバーは動作を再開します。「デバイスマ
ネージャ」を閉じてください。

W2_close_DevMan_LA1_Enabled.tif

図 4.6.6 

4.7 ドライバーの削除（本製品の取り
外し）

ドライバーの削除は、本製品をコンピュータから取り外してしまいた
いときなどに行います。

1「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」の「シス
テム」をダブルクリックしてください。

2「システムのプロパティ」で「ハードウエア」タブをクリッ
クし、「デバイスマネージャ」をクリックしてください。

3「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter」を右ク
リックし、「削除」をクリックしてください。

W2_Delete_LA1000.tif

図 4.7.1 

4「OK」をクリックしてください。
W2_confirmDelete_LA1000.tif

1. 「ローカルエリアの接続」アイコンを右クリックし、「無効に
する」または「有効にする」を選択しても同じ結果となりま
す。

2. インストールされている LAN アダプターの数だけ「ローカ
ルエリアの接続」アイコンが表示されます。
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図4.7.2 

5 Windows 2000をシャットダウンしてください。
W2_shutdown.tif

図4.7.3 

6 以後、「2.2 コンピュータからの取り外し」（p.8）の手順に
従ってください。

4.8 ドライバーの設定

「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Gigabit Adapter のプロパティ」
には、本製品独自の設定項目として、以下のタブがあります。これ
らの詳細に関しては、Windows NT Ver.4.0 の「3.9 ドライバーの
設定」（p.15）をご覧ください。

･ LA1000-PCI-SX Properties
本製品のステータス情報の表示と、Locally Administered
Network Addressの設定を行います。

･ LA1000-PCI-SX Advanced Properties
本製品に関する高度な設定を行います。

･ LA1000-PCI-SX VLAN Properties
VLAN に関する設定を行います。「VLAN Capabilities」の
チェック項目を変更した場合、変更を有効にするために、コ
ンピュータを再起動しなければなりません。

･ LA1000-PCI-SX Diagnostics
本製品の基本的な機能のテスト（自己診断）や、ネットワー
クを経由した他のLANアダプターとの通信をテストします。

W2_LA1000Prop_gene.tif

図 4.8.1 

4.9 トラブルシューティング

本製品のプロパティに「詳細」タブがある

Windows 2000において、「Allied Telesis LA1000-PCI-SX Giga-
bit Adapter のプロパティ」に「詳細設定」タブが現れる場合、「4.3
ドライバーの新規インストール」（p.18）の 22以降を実行してくだ
さい。ドライバーの再ロードにより正しいプロパティが表示されるよ
うになります。

この 「詳細設定」の内容は、Plug ＆Playによって自動的にインス
トールされた「Level One」のドライバーのプロパティであり、本製
品では使用できません。
W2_trouble_prop.tif

図 4.9.1 

「近くのコンピュータ」が表示されない

「マイネットワーク」→「近くのコンピュータ」に自分自身しか表示
されない場合（下図では「Bird」）、「ネットワーク ID」の設定をご
確認ください。
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W2_chikaku.tif

図4.9.2 

1「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」の「シス
テム」をダブルクリックしてください。

2「ハードウエア」をクリックし、「プロパティ」をクリックし
てください。

W2_SysProp_NetwID.tif

図4.9.3 

3「コンピュータ名」、「次のメンバ」が正しく設定されている
か確認してください。

W2_Change_NetwID.tif

図4.9.4 

5 ネットワークのトラブル

「通信できない」とか「故障かな？」と思われる前に、以下のこと
を確認してください。

LINK LED は点灯していますか？

LINK LED は、接続先機器と正しく接続されている場合に点灯しま
す。LINK LED は、本製品と接続先機器の両方に存在します。本
製品と接続先機器の両方の LINK LEDが点灯していることを確認し
てください。どちらか一方しか点灯していない、または両方とも点灯
しない場合は、以下のことを確認してください。

･ 接続先機器の電源がオンになっているか確認してください。

･ 光ファイバーケーブルがしっかり接続されているか確認し
てください。

･ 光ファイバーケーブルがクロス接続（TX →RX、RX→TX）
になっているか確認してください。

･ 光ファイバーケーブルが断線していないか確認してくださ
い。

･ 接続先機器の特定のポートが故障している可能性もありま
す。光ファイバーケーブルを別のポートに差し替えて、正常
に動作するか確認してください。

･ 本製品の通信モードは、デフォルトで「Auto Negotiation」
に設定されています。本製品、接続先機器の通信モードを確
認し、次の表の組合せとなるように変更してみてください。
詳細は、「3.9 ドライバーの設定」（p.15）をご覧ください。

･ 正しい光ファイバーケーブルを使用しているか確認してく
ださい。また、光ファイバーケーブルの長さが制限を越えて
いないか確認してください。1000BASE-SX の場合、使用
するケーブルの「コア径」や「伝送帯域」によって最大距離
が異なります。「2.3 ネットワークへの接続」（p.8）をご覧
ください。

LINK LED は点灯しているが ...

LINK LED は点灯しているが、通信が遅い、通信ができないなどの
障害が発生している場合、以下のことを確認してください。

･ 接続先機器の特定のポートが故障している可能性もありま
す。光ファイバーケーブルを別のポートに差し替えて、正常
に動作するか確認してください。

表 5.0.1 通信モードの可能な組合せa

a.「○」は組合せ可能、「－」は組合せ不可を表します。

LA1000-PCI-SX
接続先機器

Auto-Nego Full Duplex Half Duplex
Auto-Nego ○ － －
Full Duplex － ○ －
Half Duplex － － ○
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･ 正しい光ファイバーケーブルを使用しているか確認してく
ださい。また、光ファイバーケーブルの長さが制限を越えて
いないか確認してください。1000BASE-SX の場合、使用
するケーブルの「コア径」や「伝送帯域」によって最大距離
が異なります。「2.3 ネットワークへの接続」（p.8）をご覧
ください。

･ 本製品の通信モードは、デフォルトで「Auto Negotiation」
に設定されています。本製品、接続先機器の通信モードを確
認し、「表 5.0.1 通信モードの可能な組合せ」（p.29）となる
ように変更してみてください。詳細は、「3.9 ドライバーの
設定」（p.15）をご覧ください。

･ ジャンボフレームを使用するためには、最終的な通信相手と
なる LAN アダプター、通信の経路に存在する機器（スイッ
チなど）がジャンボフレームを使用可能でなければなりませ
ん（「 LA1000-PCI-SX Advanced Properties」（p.15））。

自己診断テスト

本製品内部におけるループバックテスト、最終的な通信相手となる
LANアダプターと本製品との間のループバックテストが可能です。こ
のループバックテストによって、物理層の通信テストを行うことができ
ます。詳細については、「 LA1000-PCI-SX Diagnostics」（p.17）
をご覧ください。

A 付録

A.1 製品仕様

サポート規格
IEEE 802.3z 1000BASE-SX
PCI ローカルバス仕様Rev.2.1

1000BASE-SX インターフェース
コネクター：SC型
波長：850ns
送信光パワー：－ 5.5～ 9.5dBm
受光感度：0.0 ～－17.0dBm

ホスト・インターフェース

32または 64bit 幅PCI バス（バスマスター）1

使用するハードウェア資源2

割り込み（IRQ）：1チャネルを使用（レベルトリガー）
I/O アドレス：連続した256 バイトを使用
メモリー：連続した 1024バイトを使用

外形寸法・重量
外形寸法：165.0 mm× 95.0 mm（ブラケット部分を除く）
重量：約 90 g

電気的仕様
動作電圧：DC＋ 5.0V±5％
最大消費電流：380mA@5.0V 

環境条件
動作保証温度：0 ～55℃
動作保証湿度：95％以下（但し、結露なきこと）
保存温度：ー 20～65℃
保存湿度：95％以下（但し、結露なきこと）

電気雑音の発生防止
雑音端子電圧：VCCI クラス Ｂ
雑音電界強度：VCCI クラス Ｂ

この機器は、情報処理機器等電波障害自主規制協議会
（VCCI）の基準に基づくクラスＢ情報技術機器です。この機器
は家庭環境で使用することを目的としていますが、この機器がラ
ジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引
き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをし
て下さい。

1. コンピュータの BIOS で PCI の Latency Timer が設定できる
場合その最適値は 40（範囲は20 ～255）。

2. これらは PCIローカルバス仕様により自動的に設定されます。
0



A.2MAC アドレス

イーサネットに接続される機器は、MACアドレス1と呼ばれるアドレ
スを使って通信を行います。MACアドレスは機器（LANアダプター）
のひとつひとつに割り当てられた唯一無二のアドレスです。

MACアドレスは、下記の 6 バイト（48ビット）によって構成されて
おり、本製品の 内部 に書き込まれているため、ユーザーが変更する
ことはできません。本製品のMACアドレスは、製品に貼付されてい
るMACアドレスラベルに記入されています (表記は全て16進数)。

00           90           99          xx           xx           xx
ベンダーID        　　　　        通し番号

･ ベンダー ID
LAN ベンダー（LAN 用機器を製造しているメーカー）が
IEEE に申請することにより得られる識別番号。

･ 通し番号
この番号は、当社が製品を識別するために割り当てたもの
で、本製品は、「1B」から始まる 6 桁の数値となっていま
す。この通し番号と本製品の「シリアル番号シール」の番号
に関連はありません。

B 保証

本製品に添付されている「製品保証書」の「製品保証規定」をお
読みになり、「お客様インフォメーション登録カード」に必要事項を
記入して、当社「お客様インフォメーション登録係」までご返送くだ
さい。「お客様インフォメーション登録カード」が返送されていない
場合、障害発生時のユーザーサポートや修理などを受けられません。

保証の制限

本製品の使用または使用不能によって生じたいかなる損害（人の生
命・身体に対する被害、事業の中断、事業情報の損失またはその他
の金銭的損害を含み、またこれらに限定されない）については、弊
社はその責をいっさい負わないこととします。

C ユーザーサポート

障害回避などの技術的なサポートを受ける場合は、巻末の「調査依
頼書」をプリントアウトしたものに必要事項を記入し、下記にファク
スしてください。できるだけ電話による直接の問い合わせは避けて
ください。ファクスによって詳細な情報を送付していただく方が、電
話による問い合わせよりもより早く問題を解決することができます。
記入内容の詳細については、「C.1 調査依頼書のご記入にあたって」

をご覧ください。なお、都合によりご連絡の遅れることもございます
ので、予めご了承ください。

アライドテレシス株式会社　サポートセンター

Tel: 0120-860-772
月～金（祝・祭日を除く）9:00-12:00、13:00-18:00
土（祝・祭日を除く）10:00-17:00

Fax: 0120-860-662
年中無休 24 時間受け付け

C.1 調査依頼書のご記入にあたって

調査依頼書は、お客様のご使用環境で発生した様々な障害の原因を
突き止めるためにご記入いだだくものです。障害を解決するために
も以下の点にそって、十分な情報をお知らせください。記入用紙で
書き切れない場合には、別途プリントアウトなどを添付してください。

ハードウェアとソフトウェア

1 ご使用製品のシリアル番号、製品リビジョンをご記入くださ
い。それらは、本製品に貼付されたシリアル番号シールに記
載されています。
（例） 

2 ドライバーディスクのバージョン
現在ご使用の LAN アダプター用ドライバーディスクのバー
ジョンをご記入ください。
（例）Ver.1.0 Pl.0

3 当社のLANアダプターが装着されているコンピュータのメー
カー名、機種名、ご使用になっているOS名とそのバージョ
ンをご記入ください。
（例）Sotec、PC STATION M250V 、Windows NT 4.0
Workstation、サービスパック 5

4 当社のLANアダプターと併用しているその他の周辺機器（拡
張アダプターなど）のメーカー名、機種名をご記入ください。
（例）Creative Labs、Sound Blaster 16 Plug and Play

5 お客様の環境におけるサーバーのメーカー名、機種名、使用
OS名とバージョンをご記入ください。
（例）ヒューレットパッカード製、NetServer LC3、Microsoft
製、Windows NT 4.0 Server、サービスパック5

6 可能であれば「システム情報レポート」を添付してくださ
い。「システム情報レポート」を添付していただいた場合、
「システム情報レポート」に記載されている項目の、調査依
頼書への記入は省略していただいてかまいません。詳細は、
「C.2 システムレポートの出力方法」（p.32）をご覧ください。

お問い合わせ内容
1. MACアドレス（マックアドレスと読みます）は、物理アドレス、ネッ
トワークアドレス、イーサネットアドレスなどと呼ばれることもあります。
また、MACアドレスは、TCP/IPの環境で使用されるIP アドレスに
関係がありますが、これらは別べつのものです。

S/N  000770000002346  Rev 1A
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1 トラブルの発生時期
設置中に起こっている障害であるか、設置後の運用中に起
こっている障害であるかをご記入ください。運用中に起こっ
ている障害の場合、設置してからどのくらい経過してからの
障害かをご記入ください。

2 どのような症状が発生するのか、それはどのような状況で発
生するのかをできる限り具体的に（再現できるように）記入
してください。

3 エラーメッセージやエラーコードが表示される場合には、表
示されるメッセージの内容のプリントアウトなどを添付し
てください。

接続の構成図

1 ネットワークとの接続状況や、使用されているネットワーク
機器がわかる簡単な図を添付してください。

C.2 システムレポートの出力方法

システムレポートは、Windows 2000、Windows NT が自動生成す
るシステムに関するレポートで、以下の手順で印刷することができま
す。

Windows NT Version 4.0の場合

1「スタート」→「プログラム」→「管理ツール（共通）」→
「Windows NT 診断プログラム」と進み、「Windows NT 診
断プログラム」を起動します。

2「印刷(N)...」をクリックします。
NT_diag_SysRep_print.tif

図C.2.1

3「レポートの作成」が表示されます。「範囲」は「すべてのタ
ブ (A)」、「詳細レベル」は「完全 (M)」を選択し、「OK」を
クリックしてください。

report_dialog.tif

図 C.2.2
SysRep_Examp_LA1000.eps

図 C.2.3システムレポートの出力例

Windows 2000

1「スタート」→「設定」→「コントロールパネル」→「管理
ツール」と進み、「コンピュータの管理」を起動してください。

W2_ManagementTools.tif

図 C.2.4

Microsoft 診断ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾚﾎﾟｰﾄ ¥¥KEITH�
----------------------------------------------------------------------�
�
OS ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ﾚﾎﾟｰﾄ�
----------------------------------------------------------------------�
Microsoft (R) Windows NT (R) Workstation�
Version 4.0 (Build 1381: Service Pack 5) x86 Uniprocessor Free�
登録所有者: ささ, あらいど�
製品番号: 12345-123-1234567-12345�
----------------------------------------------------------------------�
�
ｼｽﾃﾑ ﾚﾎﾟｰﾄ�
----------------------------------------------------------------------�
ｼｽﾃﾑ: AT/AT COMPATIBLE�
ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｱﾌﾞｽﾄﾗｸｼｮﾝ ﾚｲﾔ: PC Compatible Eisa/Isa HAL�
BIOS 日付: 11/04/96�
BIOS ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ: BIOS Version 1.00.08.CY1T�
�
ﾌﾟﾛｾｯｻの一覧:�
   0:  x86 Family 5 Model 2 Stepping 12 GenuineIntel ̃199 Mhz�
----------------------------------------------------------------------�
�
ﾋﾞﾃﾞｵ ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾚﾎﾟｰﾄ�
----------------------------------------------------------------------�
BIOS 日付: 03/15/97�
BIOS ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ: VIEWTOP Graphics/Video BIOS. Version 1.01-04�
�
ｱﾀﾞﾌﾟﾀ:�
   設定: 1280 x 1024 x 256�
       60 Hz�
   種類: s3 互換ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ�
   文字列: S3 Compatible�
   ﾒﾓﾘ: 4 MB�
   ﾁｯﾌﾟの種類: S3 Trio64V2�
   DAC の種類: Unknown�
ﾄﾞﾗｲﾊﾞ:�
   製造元: Microsoft Corporation�
   ﾌｧｲﾙ: s3.sys, s3.dll�
   ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ: 4.00, 4.0.0�
�
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2「システム情報」の下にある項目から必要な項目を「印刷」
してください。

W2_Print_Info.tif

図C.2.5

C.3 最新ドライバーソフトウェアの入
手方法

当社は、改良などのために予告なく、本製品のドライバーのバージョ
ンアップやパッチレベルアップを行うことがあります。最新のドライ
バーソフトウェアは、次の 2つの方法で入手することができます。

ホームページからの入手

1 Microsoft Internet Explorer、Netscape Navigator などの
Web ブラウザを使用して、アライドテレシスのホームペー
ジ「http://www.allied-telesis.co.jp/」にアクセスします。

2「サポート」の「ダウンロード」をクリックしてください。

3「LAN アダプター・ドライバー一覧リスト」をクリックして
ください。

4 LAN アダプターの一覧から選択してください。

フロッピーディスクでの入手

当社のカスタマー・マーケティング（Tel: 0120-860-442、9:00～
17:30 ／月～金）までお問い合わせください。実費にて最新ドライ
バーのフロッピーディスクをご提供いたします。
Separator.eps
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調査依頼書（LA1000-PCI-SX 1/2） 年    月    日

一般事項

1. 御社名：
部署名： ご担当者：
ご連絡先住所：〒

TEL:　　(　　　) FAX:　　(　　　)

2. 購入先： 購入年月日：
購入先担当者： 連絡先（TEL）:　　(　　　)

ハードウェアとソフトウェア

1. ご使用のカードのシリアル番号、製品リビジョン

LA1000-PCI-SX  

2. ドライバーディスクのバージョンについて
□本製品のドライバーディスク Ver. pl.
□その他（　　　   　　　　） Ver. pl. S/N
□その他（　　　   　　　　） Ver. pl. S/N

3. 本製品が装着されているコンピュータについて
メーカ名：　　　　　　　　　　          機種名：　　　　　　　　　　　　                     　
OS：　　　　　　　　　　　　　　　   バージョン：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サービスパック：　　　　　　　　　　　　　　　　

4. 併用している周辺機器について
□CD-ROMドライブ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□サウンドボード：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□SCSI ボード：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

5. 5. お客様の環境におけるサーバーについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

6. システムレポート
□添付あり
□添付なし

S/N                                Rev    



調査依頼書（LA1000-PCI-SX 2/2） 年    月    日

お問い合わせ内容
トラブルの発生時期：　□セットアップ中に起こっている障害　　□セットアップ後、運用中に起こっている障害

接続の構成図
簡単で結構ですからご記入をお願いします。
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D ご注意

･ 本マニュアルは、アライドテレシス株式会社が作成したもの
で、全ての権利をアライドテレシス株式会社が保有していま
す。アライドテレシス株式会社に無断で本書の一部または全
部を複製することを禁じます。

･ アライドテレシス株式会社は、予告なく本マニュアルの一部
または全体を修正、変更することがありますのでご了承くだ
さい。

･ アライドテレシス株式会社は、改良のため製品の仕様を予告
なく変更することがありますのでご了承ください。

･ 本製品の内容またはその仕様に関して発生した結果につい
ては、いかなる責任も負いかねますのでご了承ください。 

©2000 アライドテレシス株式会社

E 商標について

･ CentreCOMはアライドテレシス株式会社の登録商標です。

･ Windows、Windows NT は、米国 Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における登録商標です。

･ その他、この文書に掲載しているソフトウェアおよび周辺機
器の名称は各メーカーの商標または登録商標です。

F マニュアルバージョン

2000年 02月16日 Rev.A 初版
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